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Ⅰ 評価基準及び評価方法について 
 

１ 運営評価の目的 

  指定管理者運営評価は、指定管理者が行った目黒区文化ホール及び目黒区美術館

の管理運営の実施状況について、指定管理の協定書に沿って適切に実施されたか、

適切な住民サービスが提供されたかを毎年継続的に評価し、その結果に基づき区と

指定管理者が相互に連携し、業務の改善を図り、より一層の「住民サービスの向上」

と「経費の効率的な活用」を推進することを目的とする。 
 
２ 運営評価の方針 

運営評価にあたっては、公平・公正な評価を実施するため、指定管理業務全般に

わたる評価項目及び評価基準によるものとする。 
また、評価を数値化〈点数評価〉するとともに、その結果が運営評価後の業務に

生かされるよう所見〈所見評価〉を加える。 
  
３ 運営評価の単位 

  指定管理者に対する運営評価は、目黒区文化ホール（めぐろパーシモンホール、

中目黒ＧＴプラザホール）と目黒区美術館それぞれについて行う。 
 
４ 評価項目及び評価基準 

  評価項目及び評価基準は、目黒区文化ホール、目黒区美術館ごとに定め、具体的

内容は次表のとおりとする。 
評価項目は、大きく次の４項目とし、さらに１３の中項目と２２の評価基準を定

めた。 
（１）サービスの実施に関する事項 
（２）地域の芸術文化振興に関する事項 
（３）経営能力等に関する事項 
（４）管理運営経費の効率化に関する事項 
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【目黒区文化ホール】

配点

5

5

5

5

5

5

5

5

配点

5

5

5

配点

5

5

5

5

5

5

5

5

配点

5

5

5

合計 110

（2）効率的な組織運営に向けた取組が行われている。

２．利用料金制の活用

（1）利用料金制度のメリットを効果的に活用している。

（2）業務を行う上で必要な人員配置・人材育成に取り組んでいる。

４．情報管理の取組

（1）個人情報保護、情報公開等、情報管理が適切に行われている。

Ⅳ　管理運営経費の効率化に関する事項

１．管理運営の効率化

（1）事業収支面の努力が図られている。

２．危機管理・安全対策への取組

（1）人的な安全管理が確保されている。

（2）施設の安全管理が確保されている。

（3）危機管理体制が確立されている。

３．人材管理及び組織体制への取組

（1）組織運営が適切に行われている。

３．指定管理事業の公演等実施成果

（1）指定公演事業として、創造的で文化的な公演を実施している。

Ⅲ　経営能力等に関する事項

１．良好な施設・設備の維持への取組

（1）保守管理（設備・備品）についての基本方針及び具体案がある。

（2）保守管理（設備・備品）が適切に行われている。

（1）施設・事業の周知が適切に行われている。

Ⅱ　地域の芸術文化振興に関する事項

１．区民の芸術活動の支援

（1）区民の芸術文化活動支援を積極的に行っている。

２．教育活動及び区民が芸術文化に触れる機会の創出

（1）事業を通じて、子どもたちや区民が芸術文化に触れる機会を創出している。

（2）利用者のトラブル・苦情は適切に処理されている。

（3）高齢者、障がい者等への対応が考慮されている。

３．施設利用者・来館者の満足度向上に対する取組

（1）施設利用者・来館者の満足度向上に積極的に取り組み、高い評価を得ている。

（2）区民・利用者の声を反映できている。

４．施設・事業の周知活動

Ⅰ　サービスの実施に関する事項

１．管理運営の基本方針

（1）基本方針は目黒区文化ホールの設置目的を最大限に発揮する内容となっている。

（2）基本方針に沿って、質の高い事業が行われており、十分に成果をあげている。

２．施設利用の利便性向上、平等な利用への取組

（1）ホールは、利用しやすく公平な利用の機会を確保している。
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【目黒区美術館】
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Ⅰ　サービスの実施に関する事項

１．管理運営の基本方針

（1）基本方針は目黒区美術館の設置目的を最大限に発揮する内容となっている。

（2）基本方針に沿って、質の高い事業が行われており、十分に成果をあげている。

２．施設利用の利便性向上、平等な利用への取組

（1）区民ギャラリーは、利用しやすく公平な利用の機会を確保している。

（2）利用者のトラブル・苦情は適切に処理されている。

（3）高齢者、障がい者等への対応が考慮されている。

３．施設利用者・来館者の満足度向上に対する取組

（1）施設利用者・来館者の満足度向上に積極的に取り組み、高い評価を得ている。

（2）区民・利用者の声を反映できている。

４．施設・事業の周知活動

２．教育活動及び区民が芸術文化に触れる機会の創出

（1）教育普及事業を円滑かつ効果的に実施している。

３．指定管理事業の展覧会等実施成果

（1）指定展覧会事業を円滑かつ効果的に実施している。

（1）施設・事業の周知が適切に行われている。

Ⅱ　地域の芸術文化振興に関する事項

１．区民の芸術活動の支援

（1）区民の芸術文化活動支援を積極的に行っている。

Ⅲ　経営能力等に関する事項

１．良好な施設・設備の維持への取組

（1）保守管理（設備・備品）についての基本方針及び具体案がある。

（2）保守管理（設備・備品）が適切に行われている。

２．危機管理・安全対策への取組

（1）人的な安全管理が確保されている。

（2）施設の安全管理が確保されている。

（3）危機管理体制が確立されている。

３．人材管理及び組織体制への取組

（1）組織運営が適切に行われている。

（2）業務を行う上で必要な人員配置・人材育成に取り組んでいる。

４．情報管理の取組

（2）効率的な組織運営に向けた取組が行われている。

２．利用料金制の活用

（1）利用料金制度のメリットを効果的に活用している。

（1）個人情報保護、情報公開等、情報管理が適切に行われている。

Ⅳ　管理運営経費の効率化に関する事項

１．管理運営の効率化

（1）事業収支面の努力が図られている。
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５ 評価方法 
 評価委員会において、指定管理者から提出された事業報告、利用者アンケートの結果、

指定管理者の自己評価等を参考に、評価基準ごとに点数評価し、その総得点をもって総

合評価を行う。 

また、今回の評価結果が今後の施設運営の参考となり、より良いサービスの提供と適

切な管理運営に活かせるよう、評価区分ごとに所見を加えるとともに、今後の課題や検

討・改善事項等について付記する。 

  評価点数については次のとおりとする。 

  なお、各評価項目の点数については、評価された点数から平均値を割り出し、四捨五

入した数値となっているため、必ずしも点数の合計と総合計が一致するものではない。 

 

（１）評価基準ごとの点数評価 

   ５＝十分水準を超えている 

   ４＝水準を超えている 

   ３＝水準に達している 

   ２＝水準に達していない 

   １＝かなり水準を下回っている 

 

（２）総得点に対する総合評価 

全ての項目が「３」であった場合の評価総得点である「６６点」を最低評価点数と

する。それより低い評価総得点の場合は、不適切な運営管理の状態があると認められ

ることから、抜本的な改善措置を講じる必要があるか、指定の継続が困難な状況であ

ると評価する。 

 

総得点 総合評価 

100 点以上 特に優れた管理運営ができている 

80 点以上 100 点未満 優れた管理運営ができている 

66 点以上 80点未満 適正な管理運営ができている 

66 点未満 不適切な管理運営の状態があり、抜本的な改善措置を講じる

必要があるか、指定の継続が困難な状況である 

（満点：110 点） 
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Ⅱ 令和７年度管理運営業務の評価結果 

 

「Ⅰ 評価基準及び評価方法について」に基づき、次のとおり評価した。 

１ 総合評価 

  目黒区文化ホール及び目黒区美術館の運営管理については、平成１８年度から指定管

理者制度を導入してきている。 

現在は、令和６年度から令和１０年度までの５年間を指定管理期間として、公益財団

法人目黒区芸術文化振興財団が指定管理者として選定されているところである。 

また、平成２１年度からは、目黒区文化ホール、目黒区美術館とも利用料金制度を導

入している。 

当委員会は、現在の指定管理期間の２年目である令和７年度における指定管理者の運

営管理状況について、運営評価を実施した。 

評価項目は大きく「サービスの実施に関する事項」、「地域の芸術文化振興に関する事

項」、「経営能力等に関する事項」、「管理運営経費の効率化に関する事項」の４項目とし

た。さらに中項目と評価基準に分け、項目ごとに評価の視点を定めて評価作業を進めた。 

令和７年度の管理運営の評価結果は、下表のとおりである。 

なお、更なる管理運営の向上に向けて、今後の課題や検討事項について意見を付した

ので、適切な対応等を図ることを指定管理者に求める。 

 

対象施設 指定管理者名 
総得点 

（110 点満点） 
７年度総合評価 

目黒区文化ホール 
公益財団法人  

目黒区芸術文化振興財団 

１０６．０点 
特に優れた管理運営

ができている 

目黒区美術館 １０６．５点 
特に優れた管理運営

ができている 

 

２ 目黒区文化ホールの評価詳細 

（１）総合評価結果 

 

（２）区分別評価 

Ⅰ 

サービスの実施 

に関する事項 

〇大ホールの計画改修の影響でホール利用者数等は昨年度を下回った

ものの、自主企画事業を中心に 17 公演のうち 16 公演が完売、こど

ものワークショップから夜間ライブの大人まで誰もが楽しめる多様

なサービス提供がなされ、概ね水準を大きく上回る優れた運営が行

われたと考える。他館等との連携も進んでおり、地域の子供たちの

活動支援や区民サービスの向上、区民割や安価な学生割等の工夫も、

高く評価できる。一方、練習室等の利用率には、なお伸びしろがあ

ると思われる。また、客席空間の利用形態（大ホールにおいて、2

階席は使用せずに、1 階席のみを使用することを想定した公演など）

総得点（110 点満点） 総合評価 

１０６．０点 特に優れた管理運営ができている 
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により、入場率が大幅に低く見えてしまう点については、本来意図

した客席数に対する入場者数を示す等工夫がほしい。また、SNS 等

は券売効果が実感されており、さらなる努力を期待したい。 

〇全体として各事業の質は、例年どおり間口の広さと芸術的な深さの

バランスがよい。ジェントル・フォレスト・ジャズ・バンドの 20周

年ライブ、ラウンジライブ、フレッシュ名曲コンサートなど主催事

業を幅広く展開され、Bunkamura や区美術館との共催で自館だけで

は難しい企画も実現されている。また、アンケート集計結果による

と、ホールに初めて来場した方の割合が約 3 割に上ったことから、

新規来場者の開拓が順調に進んでいることがうかがえ、高く評価し

たい。 

〇SNS のフォロワー数が伸びている点からは、周知にご尽力されてい

ることがうかがえる。一方で、来場者の認知経路を見ると SNS は 3.0%

にとどまり、HPアクセス数も減少している点は、やや気がかりであ

る。フォロワー数の伸びが、実際の来場へと結びつくような工夫を、

今後さらに期待したい。 

〇利用者アンケートについては、回収数、とりわけインターネットか

ら回答できるよう設けている Web フォームからの回答を増やせるよ

うな工夫があると良い。（同意見ほか 1名） 

〇利用者の声への対応では、様々な面で細やかに対応いただいている

一方で、まだ応えきれていない要望も残っているように思う。例え

ば、利用者アンケートに意見があった指揮者用の譜面台やコントラ

バス用の椅子については、早めに整えていただけるとよいのではな

いか。合奏に必要な基本的な備品を整えることは、地域の音楽実践

を支えるという公共ホールの役割にも直結するように思う。 

〇イベントの周知についてはより多くの機会があるとなお良い。 

〇様々なジャンルの主催・共催公演や指定管理事業の実施、他館等と

連携したオペラやコンサートなど、基本方針に沿った鑑賞事業や子

どものためのワークショップなどの体験・普及事業の実施は、来場

者の満足度も高く非常に評価できる。 

〇メールマガジンなど SNS 等を活用した周知活動にも力を入れている

が、アートレターなど区立学校への周知に関して、紙媒体に加えデ

ジタルチラシの配布も進めてほしい。 

〇SNS のフォロワー数が伸びており、効果的な周知につながっている

ものと思われる。 

Ⅱ 

地域の芸術文化 

振興に関する事項 

〇区内アマチュア団体のネットワーク化（めぐろパーシモン芸術文化

ネットワーク）、情報共有や、アウトリーチプログラムも対象を拡大

しながら丁寧に展開できたことなど、いずれも今後につながるもの

であり、高く評価できる。 

〇例年どおり、子ども向けの事業が非常に豊富である。子ども向けワ

ークショップやダンスワークショップ、アウトリーチ、「未来の音」、

部活動支援など層の厚い体験・普及事業を展開されており、公演そ

のものの創造性と併せて高く評価できる。 

〇地域連携が幅広い。商店街との連携、中学校の職場体験、インター

ン受け入れなど、地域に根ざした取組が進められている点も評価で
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きる。 

〇体験・普及事業の参加者を鑑賞事業への来場へとつなげる工夫も、

既に行われている。ワークショップ講師を公演に起用し、その場で

次回の出演を案内するなど、体験から鑑賞への橋渡しが図られてい

る点は評価できる。こうした取組の、仕組みとしての積み上げにも、

今後さらに期待したい。 

〇指定管理事業のジャズバンドライブは、幼児入場可能や低廉な料金

設定とすることで、親子連れなど区民が足を運びやすい公演であり、

幅広い層の区民が鑑賞できる公演を継続して実施してほしい。 

〇区立学校や福祉施設等で実施しているアウトリーチプログラムは高

く評価でき、財団のネットワークや東京音楽大学などを積極的に活

用して充実させてほしい。 

〇「パーシモンほたる祭り」を共催する立場として、財団の役割を踏

まえ、主催者側と連携協力し、地域の活動を主体的・積極的に支え

てほしい。 

〇目黒区文化祭実施にあたり、区民の芸術活動への参加や活性化を図

りつつ、効率的な事業実施の手法について、参加団体の意向も踏ま

えながら、今後の実施のあり方を検討してほしい。 

Ⅲ 

経営能力等に 

関する事項 

〇令和 7年度は、豪雨による漏水等があったものの、柔軟な対応（区

の担当課及び区民キャンパス内の他館職員の応援を得ながら職員総

出で排水、精密機器の保護に尽力した）で被害を最小限にすること

ができた。また、令和 5年度の事故（スプリンクラー点検時の放水

事故）の後処理も適正に行われ、概ね適切な運営がなされたと考え

る。 

〇危機管理・安全対策、人材育成、情報管理についても、必要な対応・

強化が図られており、適切に運営されているものと受け止めている。

（同意見ほか１名） 

〇令和 7年 9月 11 日に発生した記録的な集中豪雨では、地下エリアの

天井から事務所内への浸水により被害があったことから、今後は施

設への浸水対策として排水溝付近のごみや落ち葉等の清掃などの基

本的な対策について、区民キャンパス管理者である八雲中央図書館

と連携してしっかり取り組んでほしい。 

〇今後も記録的豪雨発生を見込み、区の施設担当とともに積極的に予

防対策を考えていただきたい。 

Ⅳ 

管理運営経費の 

効率化に関する 

事項 

〇東京都からの助成金や、企業からの協賛等の外部資金調達は高く評

価できる。引き続き様々な団体や地域との連携も深め、効率的管理

及び資金確保に努めていただきたい。（同意見ほか２名） 

〇主催事業のチケット完売状況、区民割引や学生料金の廉価設定など

の努力による効果的・効率的な運営が評価できる。（同意見ほか２名） 

 

（３）今後の課題や検討・改善事項等 

〇高い施設利用率、若干減少したものの一定水準以上の利用料金の確保に加え、多様で多彩

な事業展開ができている。工夫を凝らした丁寧なアウトリーチの実施、外部資金の調達等、

全般的に優れた運営がなされている。ただ、周知の在り方、練習室等の利用率などにはさ
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らに伸びしろがあると考えられる。なお、主催公演はほぼ完売であるが、共催事業につい

ては、できるだけ多くの人に鑑賞してもらう努力は常に行っていただきたい。 

〇演目によっては区民の方の入場が少ない（区外からの観客が多い）ものもあり、今後の在

り方についても工夫が必要かもしれない。区外から誘客ができるほどの優れた舞台であれ

ば一人でも多くの区民に経験してもらいたいものである（なお、利用者から多くの要望の

あるエレベータの設置はユニバーサルデザインの観点からも重要な課題である。善処を望

みたい。）。 

〇全体として、事業の質・実績ともに高い水準を維持しており、地域に深く根ざした運営が

なされている。今後の中長期的な課題として一点挙げるとすれば、やはり来場者の年齢構

成である。50〜70 代が約 3 分の 2を占める一方、20 代は 3.5%にとどまっており、観客の

高齢化は将来的なリスクとなりうる。これまで培ってきた子どもや家族との豊富な接点

は、この課題に応えるうえで大きな強みになるかと思う。これらを若年・家族層の継続的

な来場へと繋げ、次世代の観客層を育てていく視点を、今後の運営に一層期待したい。 

〇大きな問題は見当たらない。今後も町と文化のために頑張ってほしい。 

〇指定管理事業、自主事業、受託事業など基本方針に基づき、多様な鑑賞事業、充実させて

きたアウトリーチ活動や SNS等を活用した情報発信は、例年同様に高く評価できる。 

〇昨年度改定された「目黒区芸術文化振興プラン」では、財団の位置付けが明確化されたこ

とから、これまで以上に文化縁の形成をはじめ芸術文化の振興の中心的な役割を担ってほ

しい。 

〇区民が誰でも、いつでも、どこでも気軽に芸術文化に触れる機会を提供するため、プラン

にも掲げられた「芸術文化のまちなか展開の検討・実施」にあたり、これまでの知見やネ

ットワークを活用して積極的に取り組んでほしい。 

〇今後、若い世代にも受け入れられるポップスやロックなど新たなジャンルへの挑戦や、オ

ンライン技術を活用した LIVE 配信など、新たな公演やイベントを積極的に展開すること

で、さらなる「文化縁」の拡充に寄与することを期待する。 

〇チケットの区民割引や若年層を呼び込むためのさらなる工夫を考えていただきたい。 
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配点 評価

　（1）基本方針は目黒区文化ホールの設置目的を最大限に発揮する内容となっている。 5 4.8

　（2）基本方針に沿って、質の高い事業が行われており、十分に成果をあげている。 5 4.8

　（1）ホールは、利用しやすく公平な利用の機会を確保している。 5 4.8

　（2）利用者のトラブル・苦情は適切に処理されている。 5 4.7

　（3）高齢者、障がい者等への対応が考慮されている。 5 4.8

　（1）施設利用者・来館者の満足度向上に積極的に取り組み、高い評価を得ている。 5 4.7

　（2）区民・利用者の声を反映できている。 5 4.3

　（1）施設・事業の周知が適切に行われている。 5 4.5

　（1）区民の芸術文化活動支援を積極的に行っている。 5 5.0

　（1）事業を通じて、子どもたちや区民が芸術文化に触れる機会を創出している。 5 4.8

　（1）指定公演事業として、創造的で文化的な公演を実施している。 5 5.0

　（1）保守管理（設備・備品）についての基本方針及び具体案がある。 5 4.8

　（2）保守管理（設備・備品）が適切に行われている。 5 4.8

　（1）人的な安全管理が確保されている。 5 4.8

　（2）施設の安全管理が確保されている。 5 4.8

　（3）危機管理体制が確立されている。 5 4.8

　（1）組織運営が適切に行われている。 5 4.8

　（2）業務を行う上で必要な人員配置・人材育成に取り組んでいる。 5 4.8

　（1）個人情報保護、情報公開等、情報管理が適切に行われている。 5 4.8

　（1）事業収支面の努力が図られている。 5 5.0

　（2）効率的な組織運営に向けたり取組が行われている。 5 5.0

　（1）利用料金制度のメリットを効果的に活用している。 5 5.0

110 106.0評価得点計

４．情報管理の取組

Ⅳ　管理運
営経費の
効率化に関
する事項

１．管理運営の効率化

２．利用料金制の活用

Ⅲ　経営能
力等に関す
る事項

１．良好な施設・設備の維持への取組

２．危機管理・安全対策への取組

３．人材管理及び組織体制への取組

４．施設・事業の周知活動

Ⅱ　地域の
芸術文化
振興に関す
る事項

１．区民の芸術活動の支援

２．教育活動及び区民が芸術文化に触れる機会の創出

３．指定管理事業の公演等実施成果

評価項目等

Ⅰ　サービ
スの実施に
関する事項

１．管理運営の基本方針

２．施設利用の利便性向上、平等な利用への取組

３．施設利用者・来館者の満足度向上に対する取組

 

※各評価項目の点数については、評価された点数から平均値を割り出し、四捨五入した数

値となっているため、必ずしも点数の合計と総合計が一致するものではありません。 
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 ３ 目黒区美術館の評価詳細 

（１）総合評価結果 

 

（２）区分別評価 

Ⅰ 

サービスの実施 

に関する事項 

〇専門性を生かし、よく考えられた展覧会の開催により、計画を上回

る誘客につながった。また、学校だけでなく、学童クラブ等の地域

との連携事業が広がっていること等、全般的に優れた運営であった

と評価できる。これは、来館者にも大きな満足を与え、ミュージア

ムの存在価値を高めるものと考える。 

〇区民ギャラリーの利用率が例年同様、ほぼ 100％になっている。ま

た、利用者アンケートにおいて高い評価を得ている。アンケートの

回収率が 100%に達している点も、高く評価できる。 

 

〇展示台の汚れや傷についての指摘があった。展示の質にも関わる部

分であり、予算の制約もあろうかと思うが、清掃の徹底や部分的な

補修など、できる範囲から対応いただけるとよいのではないか。 

〇来館につなげる工夫が、成果に結びついている。来館者アンケート

では、回答者に抽選で次回展の招待券を贈ることで、回収の動機づ

けと再来館のきっかけを同時に生んでおり、評価したい。 

〇トラブルに挙げられた事項以外にも、各イベントなどのアンケート

にも要望がある。Wi-Fi については、部屋によっては整備されてい

る箇所もあるが、その他の部屋についても対応が必要なのではない

だろうか。 

〇広報活動については努力が見られるが、区民に届いてない点もある。

周知方法について引き続き検討の必要がある。 

〇工夫を凝らした展覧会は目標来館者を大幅に超え、利用料収入増に

もつながっており、アンケート結果からも質の高い事業実施が行わ

れている。 

〇夏に開催した「○△□えほんのせかい」＋目黒区美術館トイコレク

ションは、トイプレイコーナーの魅力が高く多くの親子連れの来館

者があるなど、ファミリー層に加え、これまでの課題であった 10

代・20代など若者の来館者も増えるなど、幅広い層に受け入れられ

る展覧会となったことは大いに評価できる。 

〇周知活動も LINE の活用開始など、SNS 等を効果的に使用しフォロワ

ー増となっており、引き続き取り組んでほしい。 

〇来館者の満足度を高めるため、室内環境の整備・美化については、

さらに細やかに対応していただきたい。 

総得点（110 点満点） 総合評価 

１０６．５点 特に優れた管理運営ができている 
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Ⅱ 

地域の芸術文化 

振興に関する事項 

〇目黒区美術館はユニークかつ優れた教育プログラムでよく知られて

いるが、特に能動的な実体験も含むワークショップなど進化してき

ており、高い満足度につながっていると考える。また、区民ギャラ

リーは、区民利用に配慮した優先枠を設け、区民の利用希望者はほ

ぼ当選する状況となっている。さらに、区民利用率は、47.3%と令和

6 年度の利用率（38.8%）に比べ格段に向上した。ただ、それでも区

民の利用率は半数以下であり、潜在的ニーズを掘り起こす取組が必

要かもしれない。 

〇教育普及事業が、地域に開かれた形で充実している。「実験室」シリ

ーズや、インスタライブ、「めぐろの子どもたち展」、フリースクー

ルや学童が利用するギャラリーツアーなど、幅広い層に届く取組が

進められており、高く評価できる。 

〇夏の「○△□えほんのせかい」展は、目標 4,500 人に対し実績は約

3 倍に達し、30代や 40歳未満の来館が大きく増え、乳幼児・未就学

児の姿も多く見られた。その企画力を高く評価したい。 

〇こうして広がった若年・家族層を、いかに継続的な来館へと繋げて

いくかが、次の展開として期待される。 

〇特徴的な取組であるワークショップは大いに評価でき、芸術文化に

触れる貴重な機会として、今後、多くの区民が足を運びたくなるよ

うな魅力的な企画の展開を期待する。 

〇指定管理事業の「めぐろの子どもたち展」は過去最高の入館者とな

るなど、今後も区立学校の子どもたちの芸術活動の貴重な機会とな

っている。これまで以上に学芸員の専門的な知見を生かして、展示

や運営に積極的な姿勢で協力してほしい。 

〇区内外から注目を集める企画を複数生みだした力や発信力は大変素

晴らしいと考える。 

〇アウトリーチプログラム（トイコレクション）を増やせるとより良

いと思う。 

Ⅲ 

経営能力等に 

関する事項 

〇施設設備の老朽化に伴う不具合については真剣に対応する必要があ

る。特に空調設備は美術館活動の基盤でもあり、早急な対応を望み

たい。 

〇正規学芸員 4名に加えて、副館長にも財団プロパーの人材を登用す

る等、実践的な体制になったことが、本年度の実績にもつながった

ものと考えられ、大いに評価できる。展覧会開催だけでなく、各種

アウトリーチプログラム等の知識集約的かつ労働集約的な活動に

は、専門性とともに実践的な経験値を持ったサポートが必要不可欠

である。今後の活動にも期待したい。 

〇施設の安全管理については、開館 38年を経て設備の劣化が顕著であ

る。防火シャッターや排水ポンプ等の工事は実施されているものの、

当面の安全確保と中期的な施設計画について、区との協議を継続し、

着実に進めていただきたい。 

〇副館長ポストへの財団固有職員の配置や e-ラーニング研修実施など

人材育成への取組は、安定的な運営体制の構築につながっており評

価できる。（同意見ほか１名） 

〇新たな目黒区民センター等整備・運営事業については、令和 7年 1
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月に現在の公募条件での事業の中止・再検討が示されたが、今後、

次の展開に向けて新たな局面を迎えることとなるため、区との連携

をさらに深め、中長期的な視点で事業実施にあたり様々なケースを

想定して、区民への芸術文化に触れる機会が失われないよう検討し

てほしい。 

Ⅳ 

管理運営経費の 

効率化に関する 

事項 

〇これまでと同様に、各種外部資金調達ができたことに加え、全体と

して来館者数も大きく増加、これによりグッズ収入も上がるなど、

収支構造が効率化した。展覧会のテーマと連携したグッズやサービ

スの提供ができたことも、評価できる。また、区民ギャラリーのほ

ぼ 100％利用、特に区民優先の利用による利用増も今後につながる

結果と考える。 

〇入館料やミュージアムショップ、ラウンジ等の収入が増え、自主財

源で支出を抑えられている。経営努力の成果として高く評価でき、

今後の継続にも期待したい。 

〇魅力的な展覧事業実施による来館者増や、99％という区民ギャラリ

ーの高い利用による収入確保に加え、協賛金等の獲得努力などによ

る効果的・効率的な運営が評価できる。 

〇今後も所蔵作品や地域資源の活用、展覧会とコラボした物販など工

夫を凝らして取り組んでほしい。 

 

（３）今後の課題や検討・改善事項等 

〇先進的かつ独創的な事業を多彩に展開できており、工夫されたアウトリーチ事業も魅力的

である。また、区民ギャラリーの利用率もほぼ 100％に近い。ただ、区民の展覧会入場率

は相変わらず高くない事業も見られている。全国から来館するような優れた展覧会であれ

ば、ぜひ近隣区民の方々にも来館してもらいたいものである。現時点でも、区民への還元

については、無料招待やギャラリー利用の区民枠などを用意されているが、大部分の経費

を区民が負担している美術館としては、さらなる工夫も必要である。さらに、建物の老朽

化も深刻な課題である。設置者である区も含めて必要な対応を検討されることを強く望み

たい。 

〇新たな LINE での特典提供や、リピーター割の導入など、再来館を促す工夫にも取り組ま

れており、評価したい。 

〇区民まつりの無料開放や開館記念日の無料招待など、区民来館への働きかけは評価でき

る。鑑賞者に占める区民の比率をさらに高めるべく、こうした取組を一層進めていただき

たい。 

〇大きな問題は見当たらない。今後も町と美術のために頑張ってほしい。 

〇自主展覧会においては、来館者数の増加が収入増に結びつき、自主財源の歳出抑制につな

がった。また、来館者数が目標を大きく上回る成果を達成した展覧会があり、SNS 等を活

用した効果的な周知を実施し、基本方針に基づいた管理運営が展開されていることは高く

評価できる。 

〇特に夏に開催した「○△□えほんのせかい」＋目黒区美術館トイコレクションでのトイプ

レイコーナーの設置はリピーターも多いなど、幅広い層の来館へのアプローチとして、今

後もこのようなワークショップの実施と内容の工夫は継続してほしい。 

〇有料でも「ぜひ行ってみたい」と多くの方に思わせる企画を今後も考えていただきたい。 
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配点 評価

　（1）基本方針は目黒区美術館の設置目的を最大限に発揮する内容となっている。 5 5.0

　（2）基本方針に沿って、質の高い事業が行われており、十分に成果をあげている。 5 5.0

　（1）区民ギャラリーは、利用しやすく公平な利用の機会を確保している。 5 5.0

　（2）利用者のトラブル・苦情は適切に処理されている。 5 4.7

　（3）高齢者、障がい者等への対応が考慮されている。 5 5.0

　（1）施設利用者・来館者の満足度向上に積極的に取り組み、高い評価を得ている。 5 4.8

　（2）区民・利用者の声を反映できている。 5 4.5

　（1）施設・事業の周知が適切に行われている。 5 4.5

　（1）区民の芸術文化活動支援を積極的に行っている。 5 4.8

　（1）教育普及事業を円滑かつ効果的に実施している。 5 5.0

　（1）指定展覧会事業を円滑かつ効果的に実施している。 5 5.0

　（1）保守管理（設備・備品）についての基本方針及び具体案がある。 5 4.8

　（2）保守管理（設備・備品）が適切に行われている。 5 4.7

　（1）人的な安全管理が確保されている。 5 4.8

　（2）施設の安全管理が確保されている。 5 4.5

　（3）危機管理体制が確立されている。 5 4.8

　（1）組織運営が適切に行われている。 5 5.0

　（2）業務を行う上で必要な人員配置・人材育成に取り組んでいる。 5 4.8

　（1）個人情報保護、情報公開等、情報管理が適切に行われている。 5 4.8

　（1）事業収支面の努力が図られている。 5 5.0

　（2）効率的な組織運営に向けた取組が行われている。 5 5.0

　（1）利用料金制度のメリットを効果的に活用している。 5 4.8

110 106.5評価得点計

４．情報管理の取組

Ⅳ　管理運
営経費の
効率化に関
する事項

１．管理運営の効率化

２．利用料金制の活用

Ⅲ　経営能
力等に関す
る事項

１．良好な施設・設備維持への取組

２．危機管理・安全対策への取組

３．人材管理及び組織体制への取組

４．施設・事業の周知活動

Ⅱ　地域の
芸術文化
振興に関す
る事項

１．区民の芸術活動の支援

２．教育活動及び区民が芸術文化に触れる機会の創出

３．指定管理事業の展覧会等実施成果

評価項目等

Ⅰ　サービ
スの実施に
関する事項

１．管理運営の基本方針

２．施設利用の利便性向上、平等な利用への取組

３．施設利用者・来館者の満足度向上に対する取組

※各評価項目の点数については、評価された点数から平均値を割り出し、四捨五入した数

値となっているため、必ずしも点数の合計と総合計が一致するものではありません。 
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Ⅲ 目黒区文化ホール及び目黒区美術館指定管理者運営評価委員会 

 

１ 委員名簿 

 

氏 名 所属 専門分野・経歴等 

１ 学識経験者 

委

員

長 
垣内
かきうち

 恵美子
え み こ

 
政策研究大学院 

大学名誉教授 

【専門分野】 文化政策 

【経歴】 

・茨城県文化審議会委員長 

・足立区文化芸術劇場運営評価委員会 

副委員長 

・新宿区文化振興会議会長 

・松江市伝統文化芸術振興審議会会長 

・（一財）地域創造理事 

・各地の文化施設指定管理者選定委員等 

・目黒区文化ホール及び目黒区美術館指定 

管理者選定評価委員会委員長 

副

委

員

長 

大野
お お の

 は
は

な
な

恵
え

 

芸術文化観光専門職

大学 准教授 

東京大学 先端科学技

術研究センター 客員

上級研究員 

【経歴】 

・一般社団法人文化政策経営人材研究所 研

究員 

・早稲田大学 総合研究機構オペラ／音楽劇

研究所 運営委員 

・立川市文化振興推進委員 

・ロームシアター京都 リサーチャー 

２ 区民 

関根
せ き ね

 聡
さとし

 
八雲住区住民会議地域

委員 

 

三柴
み し ば

 伸生
の ぶ お

 
田道住区住民会議地域

委員 

 

３ 区職員 

濵下
はました

 正樹
ま さ き

 
目黒区文化・スポーツ

部長 

 

末木
す え き

 顕子
あ き こ

 
目黒区文化・スポーツ

部スポーツ振興課長 

 

４ アドバイザー 

本橋
もとはし

 浩
ひろし

 【資格】 税理士 
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２ 評価経過 

令和８年５月２６日 

第１回 評価委員会開催 

・評価依頼 

・令和７年度事業報告書に対する質疑応答 

令和８年６月２４日 

第２回 評価委員会開催 

・目黒区文化ホール及び目黒区美術館指定管理者運営評価の 

報告書（案）について審議、決定 

以   上 


